
 

《様式１》 

（平成２８年８月２５日 県土整備総務課） 

「第２回アドバイザー会議」における質問内容及び回答内容 

 
                       調書番号： １３  事業名： やまなし土木施設環境ボランティア推進事業費   

 
 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

五味アドバイザー 自主点検シートの所要時間のところに新規団

体募集があるが、新規団体の募集とはどのような

方法で実施しているのか。 

 

市町村や住民団体などでも、同じような活動を

していると思うが、奉仕団体の数が安定してきて

おり、県の支援がなくなっても、ボランティア活動

がなくなることはないと思うがどのように考えるか。 

 

支援がなくなることで、広がりが望めなくなると

のことだが、現状ボランティア団体数は変化がな

い。ということは支援があるから広がっていくという

ことでもないように思う。今後も支援を続けていく

必要性、効果に疑問を感じる。 

 

各市町村が行っていることと、重複していない

か。 

課長・中澤 和樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県のホームページ、県広報への掲載、市町村窓口へのチラシの設置

や、建設事務所が学校や自治体に出向いて事業の紹介をするなどして

周知を図っている。 

 

県の支援、物品の支給、保険への加入により安心して活動することが

できているので、継続していく必要があると考えている。 

支援がなくなるとこれからの活動団体の広がりが難しくなる。 

 

 

確かに、最近は団体数にあまり変化がない。そのため、新規の掘り起こ

しを行っていく必要があると考えている。 

 

 

 

 

県が管理している道路、河川、公園であるので、市町村が行っている

範囲とは違う。 

 

  



 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

五味アドバイザー 

 

 

 

 

諸平アドバイザー 

 

 

 

  住民は、県道、市道の別なく、住民が生活して

いる地域をきれいにしていこうという趣旨で活動し

ている。ボランティア団体がこれだけ増えている中

で支援の必要性がないようにも思えるが。 

 

 自主点検シートの活動指標のところで説明があ

ったが、各建設事務所での新規の手続状況及び

見込を確認し、目標値を設定するとのことだが、

目標見込を達成するために事務所の職員は何を

するのか。 

 

ボランティア団体を増やそうとしている。 

 

団体数が増えていくと予算もどんどん増えて行

くと思うが、活動の幅が広がり、団体によって配布

する物品も様々だと思うが、配布する物品の仕分

けはどのようにしているのか。 

 

合意書の内容を教えてほしい。 

 

 

支給する物品の内容については、合意書に記

載がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

課長・中澤 和樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 市町村窓口へのチラシの設置や、学校や自治体に出向いて事業の紹

介をするなどの取り組みをしている。 

 

 

 

 

その通りである。 

 

合意書により活動内容を決めて行う。 

 

 

 

 

活動の箇所、ボランティア団体の活動内容、県の役割等を決めてい

る。 

 

合意書にはない。毎年提出される年間活動計画書により、支給してい

る。 

 

  



 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

諸平アドバイザー 

 

 

 

小口アドバイザー 

 ボランティア団体に提供している道具は、使い

捨てできるもので、管理をしていないような印象に

受け取れるのだが。 

 

道具をいくつ、その団体に配布するというのは

どう決めるのか。 

 活動を1回だけということもあるのか。活動が、年

に5、6回ということだと、道具は2回提供するという

ことになるのか。 

 道具の経費はどのくらいかかっているのか。 

 

5，000人で200万円だと一人当たりどのくらいか

かっているのか。 

 

 5，000人は延べ人数か。 

 

 ゴミ袋は市町村が支給するのか。 

 

 通常、ボランティア活動をする場合、ボランティ

ア団体が道具を持ってくると思うが。道具は支給

する必要がないのではないか。 

 200円で使い捨てというのは、環境美化の考え

方に合わないのではないか。 

課長・中澤 和樹 

 

 

 

課長・中澤 和樹 

 

安価な物品であっても年間活動計画書に基づいて配布し、活動報告

書により報告を受けている。 

 

 

平成27年度の決算額は2，713，016円、うち保険料が664，620円、道具

購入費が2，048，441円となっている。 

 

 

 

 

 

 作業の回数もあるので。 

 

 

 登録人数。 

 

 県が購入する。 

 

使い捨てるということではない。実質的に毎年残しておける備品ではな

いということである。 

 

  



 

アドバイザー 質  問  内  容 説明者職・氏名 回  答  内  容 

小口アドバイザー  他県でも同じような事業を行っていると思うが、

支援の仕方はどうか。現金を支給しているところも

あるのか。経費の使い方は、どうなっているか。 

①全体の予算額 

②予算の使い方（支援内容、現物支給か現金

支給か） 

③登録人数 

 について、同じような規模の県について回答願

いたい。 

課長・中澤 和樹 

 

 

 

 

 

 

 次回、回答させていただく。 

 


